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皆
さ
ん
に
、
春
は
来
ま
し
た
か
？
春

が
来
た
理
由
と
し
て
、
春
彼
岸
が
過

ぎ
た
か
ら
、
暦
が
４
月
を
迎
え
た
か

ら
、
桜
が
咲
い
た
か
ら
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

童
謡
「春
が
来
た
」に
は
、 

春
が
来
た 

春
が
来
た 

ど
こ
に
来
た 

山
に
来
た 

里
に
来
た 

野
に
も
来
た 

花
が
さ
く 

花
が
さ
く 

ど
こ
に
さ
く 

山
に
さ
く 

里
に
さ
く 

野
に
も
さ
く 

鳥
が
な
く 

鳥
が
な
く 

ど
こ
で
な
く 

山
で
な
く 

里
で
な
く 

野
で
も
な
く 

と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

作
詞
家
・高
野
辰
之
氏
は
、
雪
深
い
地

域
・長
野
県
の
出
身
で
す
、
冬
の
厳
し

い
寒
さ
が
終
わ
り
、
雪
が
と
け
て
、
花

が
咲
き
、
鳥
が
鳴
く
姿
を
見
て
、
待
ち

遠
し
い
春
が
来
た
の
だ
と
い
う
喜
び
が

伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
あ
り
ま
す
。 

春
と
い
う
季
節
は
目
に
見
え
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
中
で
感
じ
る

世
界
で
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
世
界
に
は
二
つ
の
世
界
が

あ
り
ま
す
。
私
達
の
目
で
「見
る
こ
と

が
で
き
る
世
界
」と
「見
る
こ
と
が
で

き
な
い
世
界
」で
す
。
建
物
や
テ
レ
ビ

や
人
の
姿
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
空
気
や
心
、
愛
情
・信
頼
・

ぬ
く
も
り
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。 

今
の
時
代
は
、
美
容
・健
康
を
目
的
と

し
た
商
品
が
よ
く
売
れ
る
と
い
う
よ

う
に
、
外
見
的
な
美
し
さ
や
若
さ
な

ど
「目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」が

注
目
さ
れ
、
逆
に
老
い
を
楽
し
む
と
い

う
よ
う
な
「見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世

界
」は
見
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
「目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世

界
」が
見
え
な
く
な
っ
た
時
、
人
殺
し

は
お
こ
り
ま
す
。
支
え
ら
れ
て
い
る
、

か
け
が
え
の
な
い
重
み
の
命
が
、
石
こ

ろ
と
同
じ
価
値
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 

お
釈
迦
様
は
、
目
に
見
え
る
世
界

は
、
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界

に
包
ま
れ
て
い
る
、
支
え
ら
れ
て
い
る

と
教
え
ら
れ
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
は
、
南
无
阿
弥
陀
仏
と
お

念
仏
申
す
人
生
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
念
仏
は
願 が

ん

行
ぎ
ょ
う

具 ぐ

足 そ
く

の
念
仏

と
示
さ
れ
、
「仏
様
の
願
と
行
と
が
六

字
の
中
に
と
と
の
え
て
あ
る
か
ら
必

ず
往
生
が
で
き
る
」と
お
示
し
に
な

り
ま
す
。 

た
だ
私
の
行
い
と
し
て
の
念
仏
で
あ
れ

ば
値
打
ち
は
な
い
が
、
如
来
様
の
ハ
タ

ラ
キ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
素
晴
ら
し
い

値
打
ち
が
あ
る
。
私
が
手
を
合
わ
せ

る
こ
と
、
南
无
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
申

す
こ
と
、
す
べ
て
は
如
来
様
が
ハ
タ
ラ

い
て
い
る
姿
で
あ
り
ま
す
。 

  

そ
の
お
心
を
広
島
の
高
松
和
上
は
、

「声
に
姿
は
見
え
ね
ど
も 

声
の
ま
ん

ま
が
仏
な
り 

仏
は
声
の
お
六
字
と 

姿
を
変
え
て 

帰
り
来
ぬ
」と
喜
ば
れ

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
春
の

季
節
を
知
ら
せ
て
下
さ
る
よ
う
に
、

南
无
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
申
す
中

に
、
い
つ
も
私
と
一
緒
に
い
て
下
さ
る

如
来
様
の
お
心
を
お
聞
か
せ
頂
き
ま

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
副
住
職
） 

春が来た 春が来た どこに来た？ 

 ナマンダブ 

ナマンダブ 

 

 

天ちゃんの一言 

学びの一歩をどなたでも！ 

天真寺本堂にて 

参加自由・参加無料  

★ 「永代合葬墓」をお考えの方は、お気軽にご相談下さい 

「やすらぎ堂」(松戸・大町やすらぎパーク内)、「あんのん堂」(京都・大谷

本廟内)があります。維持が心配、跡取りがいない等、お墓についてのお

悩みがある方はご相談下さい。 

★ 寺報に間違いです申し訳ありません…<(_ _)> 以後気を付けます 

  

毎月、寺報「月刊て

んしん」と仏教冊子を

お送りし、行事や法座

の案内をしています。 

 

お盆やお彼岸、法話

会などをご縁に、一

緒にお参りしません

か。ご入会お待ちして

おります。 

 

年会費：一戸3千円 

門信徒会 
に入りましょう 

公開壮年会法座 第1２回  

「お正信偈に聞く」 
５月2８日(土) 午後3時 

4月号の永代経の日が間違いでした。ご予定下さった方にはご迷惑をお

かけしましたごめんなさい。正しくは5月15日(日)です。(寺報担当：静香) 

★ 役員の皆様へ 総会＆永代経―お手伝いお願い致します 

5月15日(日)午前10時ご集合下さいますようお願い致します。

役員さん以外でも法要当日にお手伝い下さると助かります。 

2016年 5月 
日 月 火 水 木 金 土 

1 

7:00日曜礼拝 

2 3 憲法記念日 

 

4 みどりの日 5 こどもの日 6 7 

10:00 

納骨堂合同参拝 

13:30グランドゴルフ 

8 

7:00日曜礼拝 

9 10 

13:30仏教婦人 

れんげの集い 

「レクリエーション」 

11 

12:30ヨガ教室 

12 13 14 

15:０0雅楽教室 

15 

7:00日曜礼拝 

11:30総会 

13:30永代経 

16 17 

 

18 19 20 21 

13:30グランドゴルフ 

22 

7:00日曜礼拝 

23 24 

13:30踊り教室 

25 

9:00ボラン寺
ﾃﾗ

 

(寺報発送作業) 

12:30ヨガ教室 

26 27 28 

15:00壮年会法座 

「お正信偈に聞く

Vol.12」 

29 

7:00日曜礼拝 

30 31 

13:30踊り教室 
    

<来月の予定> 20日法話会 

 

【講師】 

伊川大慶師 

 (広島県) 

★ 「雅楽教室」 雅な音色を奏でてみませんか♪新規入会の方募集 

月に一度、京都から弘山光称先生(東京芸大卒)が指導に来て下さって

います。初めての方大歓迎、楽器レンタルあり。見学からどうぞ！ 



■ バス無料送迎便 ■   
永代経のお参りにご利用下さい！ 

１２：００ JＲ北小金駅南口ＳＡＴＹ前五大ホーム 

１２：１５  小金原交番前←新しい停留所 

１２：２０ マルエツ小金原店駐車場 

１２：２５  栗ヶ沢公園前ファミリーマート 

１２：４０  天真寺 

１３：００  新京成線八柱駅南口メガネスーパー前 

１３：１０  新京成線常盤平北口2番バス停 

１３：２０  天真寺  

 

どなた様もご自由にお参り下さい 

[講師]  伊川 大慶 師 

[日時] ５月 1５日 (日) 

 

  

■ １１：3０ 門信徒会総会(受付11:00) 

■ 13:30 永代経法要（受付13:00) 

 (広島県三次市西覚寺） 

 永代経法要ってどんな法要？ 

「永代経」は「えいたいきょう」と読みます。永代

にわたってお寺が護持されることを願ってつと

める法要です。お寺が護持されることで、お経

が読み継がれ、子や孫へと代々教えが伝えら

れていくことが願われています。仏法を尊ぶご

先祖方の思いが込められた法要ですから、私た

ちも大切につとめたいものです。 

 

天真寺門信徒すべての方々

の総追悼法要ですので、どな

た様もどうぞお参り下さい。 

 

また、今年の法要をご縁に永代経懇志をお考え

の方がいらっしゃいましたら、お寺にお申込み下

さい。ご相談だけでもお気軽にどうぞ。 ※帰りの便もありますので、安心してご利用下さい 

門信徒会総会にご出席下さい 

 

永代経に先立ち、門信徒会総会が開かれま

す。お寺では法要や行事の準備や運営、同好

会の開催など、役員さんをはじめ門信徒の皆

様のお力でおかげでさまざまな活動を行って

おります。 

お寺って何するところ？、仏教にちょっと興

味がある…など、少しでも関心がある方はぜ

ひ総会にもご参加下さい。 

今後ともお寺の活動にご理解ご協力

いただけますよう、何卒お願い申し

上げます。 

天真寺門信徒総追悼法要 

永 代 経 法 要 

事前に送付した案内ハガキにて、10日までに出欠

をお知らせ下さい。欠席の方は、委任状をお願い

致します。午後の法要にもお参り下さい。 

会
費
納
入
の
お
願
い 

 

今
月
、
門
信
徒
会
費

の
納
入
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。 

 

お
寺
へ
ご
持
参
ま
た
は

ご
郵
送
い
た
だ
く
か
、

同
封
の
振
込
用
紙
に

て
お
振
込
下
さ
い
。
事

務
処
理
の
簡
略
化
、

振
込
手
数
料
の
削
減

の
為
、
５
年
分
を
ま
と

め
て
を
納
入
い
た
だ
け

る
と
助
か
り
ま
す
。 

 

会
費
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
寺
に
お
尋
ね
下

さ
い
。
新
規
入
会
も
受

付
し
て
お
り
ま
す
。
年

会
費
は
一
戸
３
千
円

で
す
。
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

5月15日(日)  11:30総会（受付11:00） 
   総会終了後  12:30お斎（昼食） 

                       13:30永代経法要（受付13:00） 

   月刊 天 真 

 

私の変化そのものが、仏様のハタラキです 

 

【日 時】 5月26日(木) 
      午後2時～4時30分 

          （受付 午後1時30分) 

【場 所】 千葉市民会館 

【内 容】 

①総会 ②研修会 

講師：菅原 智之師 

    (松戸・高林寺住職) 

テーマ：「お浄土という 真
まこと

を

宗として生きる～この社会と

のかかわり方」 

【交通】 

JR千葉駅より 徒歩7分 

JR東千葉駅より 徒歩3分 

京成千葉駅より 徒歩10分 

 

参加いただける方は、5月3

日(火)までに天真寺仏教壮

年会太田さん（080-5060-

7108）までご連絡下さい。 

 お知らせ 

コーナー 

3月20日春のうららかな陽射し

の中、「春の彼岸法要」が厳修さ

れ、本堂満堂の皆様とともに『正

信偈』をお勤めしました。 

 

ご講師は、埼玉県東松山市西

照寺の網代豊和師。冒頭に「今

日はどうして皆さんお寺にお参り

に来られたの？」とのご質問。

「どこにも行くところないから来

ちゃったんでしょ」なんて冗談を

連 発 さ れ て お り ま し た が …

(^_^;)。仏様は目には見えませ

ん。しかしそれぞれのご縁があっ

て、お寺にも仏様にもお経にも全

く興味なんてなかった私たちが、

今こうしてお彼岸にお参りをして

いるのです。 

午前中には大町やすらぎパークにて、山口僧

侶、静香僧侶が「やすらぎ堂春彼岸法要」をお

勤め致しました。初めての日程でしたが、10名

が一緒にお参りして下さいました。次回のやすら

ぎ堂での法要はお盆を予定しております。 

千葉組仏教壮年会 

研修会参加のお誘い 

 

〇永代経 5月15日 

 伊川 大慶師(広島） 

〇お盆 8月14日～15日  

 筑波 英道師(山口) 

〇秋彼岸 9月22日 

 福間 義朝師(広島) 

〇報恩講 11月23日 

 佐々木 高彰師(熊本) 

本年度の五大法要のご講

師をご案内致します。ど

うぞご予定下さい。 

この私の上にあらわれている変

化そのものが、仏様のハタラキ

なんですと教えて下さいました。 

 

とっても尊いことですね～。私の

思
し

議
ぎ

を超えたところに、仏様はは

たらいて下さるのです。 

法要後は、茶
さ

話
わ

会
かい

。ご講師もご

一緒して下さり、自分のお味わい

を深めたり、お互いの近況を報

告し合ったりと、和やかに過ごし

ました。 

 

ご参詣の皆様、役員の皆様、あ

りがとうございました。 

またご講師は、予定の先生のご

都合により変更となりました。 


